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は　じ　め　に
　北海道立衛生研究所報第57集をお届けします．
　地方衛生研究所の調査研究は，日常担当する試験検査の中から問題を把握し課題を設定す
る研究を中心として，地域住民のニーズや自治体の施策に沿った公共性の高い課題に取り組
むものとなっています．この10年ほどの間に当所が行政試験として取り組んだ主な事例だ
けでも，腸管出血性大腸菌やノロウイルス等による多数の食中毒事例や施設内感染事例，黄
色ブドウ球菌による大規模食中毒事例やクリプトスポリジウム集団感染事例における病原体
検査，先天性代謝異常等の検査，シックハウス症関連の室内化学物質や食品に残留する農薬
等の検査，アレルギー性食品の検査等と極めて広範にわたり，原因究明等に全力で取り組ん
で成果を挙げてきました．これらは本庁所管部，各保健所との連携の下で進められるもので，
常に迅速・正確を求められています．したがって，科学技術の進歩に遅れることなく，高度
な機器を駆使して技術の研鐙を積み，新たな事態に備えることが地方衛生研究所の使命と
なっています．
　地方衛生研究所に求められる公衆衛生行政の技術的中核としての大きな役割を果たすため
に，研究職員は技術の改良や精度を保つことはもちろんのこと，対象となる事象を科学的に
深く理解するための研究に取組む必要があります．そして，調査研究成果を論文としてまと
め，本所報を含めて学術誌へ公表することは，厳しい評価の時代を迎えた今，研究職員一人
一人の責務といえます．
　本所報は当所が道民の衛生と健康の向上に果たしてきた調査研究成果の証であり，50有
余年にわたる当所の諸先輩の努力の結晶です．そして，現在調査研究に励んでいる研究職員
が成果を発表する場としてインセンティブの本質的な構成要素でもあります．重要な情報基
盤である学術図書の整備等と並んで，科学技術の面でもモチベーションの面でも調査研究・
試験検査を支えるものとして，諸々の困難の中においても，本所報を維持継続し内容を充実
させるために最大限の努力を払うことは意義のあるところです．
　平成18年度は道費による調査研究や国・団体等の応募研究等を合わせて，60課題の調査
研究が実施されました．この所報第57集においては，解説1編，調査報告4編ノート！6
編を掲載することができました．当所は平成17年度から文部科学省科学研究費補助金を申
請できる機関となりましたが，平成19年度の研究費補助金を申請するに当たっても，道民
の健康と道の公衆衛生行政へ成果を還元できるような課題設定を全所的に検討しました．新
たに採択された研究代表4課題，研究分担2課題には，継続5課題とともに，施策への成果
の還元とともに学術的にも成果を挙げるよう期待されます．
　本所報の学術レベルを支えるべく長期間にわたり本来業務に加えて投稿原稿を精力的に査
読校正してくれた編集委員の努力に感謝するとともに，関係各位からの真摯な評価とご支援
をお願いします．
平成19年12月 北海道立衛生研究所長澤田幸治
